
　研究の進展とともに病因は解明され予防法が開発されているのに，むし歯はなぜ撲滅でき
ないのか？おそらく「理論が正しくても，行動変容を伴わなければ，成果に結びつかない」から
です。そこで，行動科学的視点を忘れずに「むし歯予防」の研究に従事してきました。日本人小
児のむし歯を世界一少なくするためには，その「感染症」的側面に介入する必要があると考え，
妊婦に対しキシリトールを用いてむし歯菌の母子伝播予防効果を検証するための無作為化比
較研究を5年間実施し、その成果を歯科で権威ある国際雑誌に掲載しました。最近の
Systematic review論文においてサーチされた1078本の関連論文の中で、ファイナリスト2本
の中に自分の論文が選ばれていました。科学的根拠として高い評価を得たことを励みにして、
現在は，齲蝕誘発性の観点で食事因子（ショ糖摂取）を分析しています。

【歯科医療者向け書籍】
仲井　雪絵　著

「マイナス１歳からはじめるむし歯予防」
㈱オーラルケア　発行

【一般の方向け書籍】
仲井　雪絵　著

「マイナス１歳からはじめるむし歯予防
～ママになる前からできること～」

㈱オーラルケア　発行

妊娠期からの口腔保健，マイナス１歳から始めるむし歯予防，乳幼児歯科保健，
キシリトールを用いた齲蝕制御，食基盤型予防戦略，歯科恐怖，
Food Frequency Questionnaire，ペインコントロール，行動科学
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連　絡　先

なか い ゆき え

講演を、国内外で 125 回以上開催しています。
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乳幼児歯科保健，糖アルコールを応用した齲蝕制御，食基盤型予防戦略，

　研究の進展とともに病因は解明され予防法が開発されているのに，むし歯はなぜ撲滅でき
ないのか？おそらく「理論が正しくても，行動変容を伴わなければ，成果に結びつかない」から
です。そこで，行動科学的視点を忘れずに「むし歯予防」の研究に従事してきました。日本人小
児のむし歯を世界一少なくするためには，その「感染症」的側面に介入する必要があると考え，
妊婦に対しキシリトールを用いてむし歯菌の母子伝播予防効果を検証するための無作為化比
較研究を5年間実施し、その成果を歯科で権威ある国際雑誌に掲載しました。最近の
Systematic review論文においてサーチされた1078本の関連論文の中で、ファイナリスト2本
の中に自分の論文が選ばれていました。科学的根拠として高い評価を得たことを励みにして、
現在は，齲蝕誘発性の観点で食事因子（ショ糖摂取）を分析しています。

【歯科医療者向け書籍】
仲井　雪絵　著

「マイナス１歳からはじめるむし歯予防」
㈱オーラルケア　発行

【一般の方向け書籍】
仲井　雪絵　著

「マイナス１歳からはじめるむし歯予防
～ママになる前からできること～」

㈱オーラルケア　発行

妊娠期からの口腔保健，マイナス１歳から始めるむし歯予防，乳幼児歯科保健，
キシリトールを用いた齲蝕制御，食基盤型予防戦略，歯科恐怖，
Food Frequency Questionnaire，ペインコントロール，行動科学
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歯科衛生学科　仲井 雪絵

子どもの口腔健康に関するスペシャリスト
―疫学から無作為化比較研究まで―

⚫連　絡　先

なか い ゆき え

「マイナス１歳からはじめるむし歯予防」と題した最先端の齲蝕予防に関する
講演を、国内外で 125 回以上開催しています。

新規の骨形成タンパクを用いた歯周組織再生療法確立
に向けての研究

小林 由佳梨歯科衛生学科
連　絡　先

　　　　　歯周病、組織再生、BMP-9、炎症
キーワード

こ ばやし ゆ か り

TEL : 054-202-2654

　歯周病は、歯周病原性細菌の感染によって、歯を支えている骨やその周りの組織が破壊される慢
性の炎症性疾患です。近年、その失われた歯周組織の再生を目的として、様々な成長因子の応用が
検討されています。そのなかでも BMP-9 というタンパクは、高い骨形成能を有し、歯周組織の再生
を考えるうえで有用な成長因子となりうることで注目されています。一方で、歯周組織局所の炎症
環境は歯周組織再生過程における様々な細胞現象に対して影響を与えることが考えられます。そこ
で、炎症環境下における BMP-9 の骨形成能に対する影響を、細胞を用いて検討しました。本研究の
結果、炎症環境下では BMP-9 の骨形成促進作用が抑制されることが明らかとなり、BMP-9 を用い
た歯周組織再生療法には、歯周病原細菌によって生じる炎症性因子を適切にコントロールすること
が重要であることが示唆されました。歯科保健指導を通じた炎症のコントロールは、歯科衛生士の
重要な役割であることから、この結果をもとに、歯周病の新規治療法だけでなく、より効果的な歯
科保健指導の在り方を検討していきたいと考えています。

アピール
ポイント

細胞培養や遺伝子解析の手法を利用したアプローチが可能です。
今後は臨床経験で培った知識と技術も活かして、口腔と全身の健康の支援に
向けた研究を行っていきたいです。
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